症候群サーベイランス ─感染症流行の早期探知に向けて─ by 重茂 浩美 & 科学技術動向研究センター























∛ේ૕߳ߩᦑ㔺 ∝⁁ߩ⊒⃻ ⥄ⷡ∝⁁ߦኻߔࠆᖚ⠪ߩⴕേ ක≮ᯏ㑐߳ߩធ⸅ ᖚ⠪ߩਥ⸷ޔකᏧߦࠃࠆೋᦼߩᚲ⷗ ∝⁁ࠍ๺ࠄߍࠆߚ߼ߩೋᦼᴦ≮ ∛࿃ߩⓥ᣿∝୥⟲ࠨ࡯ࡌࠗ࡜ࡦࠬߩ▸࿐
ᖚ⠪ߩ⥄Ꮖ್ᢿᖱႎḮߣߒߡߩⴕേ ∝⁁ߦኻߔࠆᖚ⠪ߩⴕേߩᄌൻ∔∛ߦ㑐ߔࠆᖱႎᬌ⚝OTCක⮎ຠߩ⾼౉ቇᩞᰳᏨޔ⡯႐ᰳൕ㔚⹤ߦࠃࠆᢇᕆක≮⋧⺣৻⥸ᄖ᧪ߩฃ⸻ᢇᕆゞ៝ㅍᢇᕆᄖ᧪ߩฃ⸻౉㒮 ಣᣇ▐ߦࠃࠆᛩ⮎⥃ᐥᬌᩏଐ㗬⸻ኤᤨߩ㔚ሶࠞ࡞࠹౉ജᖚ⠪ߦኻߔࠆක≮ᓥ੐⠪ߩⴕേẜફᦼ症候群サーベイランスの対象となる患者の症状に関する情報源㧔9GDࠨࠗ࠻ߩ᧪⸰⠪߇ᱷߒߚ৻ㅪߩጁᱧᖱႎߥߤ㧕ㅢᏱߩ↢ᵴ ක≮ᯏ㑐ౝක≮ᯏ㑐ᄖ ⏕ቯ⸻ᢿ
参考文献4）を基に科学技術動向研究センターにて作成
科 学 技 術 動 向　2010年 4月号
























































































2   症候群サーベイランスとは
症候群サーベイランス




































































































































※1　OTC医薬品：OTC とはOver the counter（カウンター越し）の略で、薬局や薬などで処方箋無しで買える薬
をいう。薬局・薬店などでカウンター越しに、薬剤師から患者へ薬を手渡す様子を表現した言葉である。
■用語説明■



















局 か ら の 回 答 で は 5,500 ド ル ～




学 会（International Society for Dis-
ease Surveillance, ISDS）が 実 施 し
たものである。2007 年 8 月～ 2008
年 2 月に米国 CDC の資金で緊急時
対策を共同契約した全米 59 の公衆
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の 送 受 信 に は VPN（Virtual Pri-







































事件、また 2002 年末～ 2003 年の
SARS 発生が契機となって研究開












向が顕著である。Yan らが 1997 年
























3   症候群サーベイランスの研究開発と実用化への試み　―国内外の動向―











































た 2002 年 5 ～ 6 月の FIFA ワール
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図表 6　国あるいは国際レベルでの主な症候群サーベイランス（米国および 3─2、3─3 の事例を除く）
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2009 年 4 月、メキシコでの発生
が報告された新型インフルエンザ
は急速に世界へと広がり、2009 年












我が国では、2005 年 12 月に関
係省庁対策会議にて「新型インフル
エンザ対策行動計画」が策定された





































































2009 年 4 月 20 日から国立感染症
研究所により本格的に実施されて
いる。具体的には、院外処方箋
データを ASP（Application Service 
Provider）型で収集している全国




























一方、2009 年 9 月から、国立感
染症研究所による学校欠席者サー






































































表した。前者では、2004 年 3 月～






















Sentinel Providers Surveillance 
Network）では、情報の収集・解析



























































と 16）、過去 5 年間（2003 年～ 2007
年）に米国 9 地域から週毎に報告さ
れたインフルエンザ様患者の割合
と Google Flu Trends で得られた
推測データとを比べたところ、2
者は強い正の相関を示した（相関係
数 0.80─0.96）。また 2007 年～ 2008
年の季節性インフルエンザ流行
シーズンにおいて、同じ 9 地域を
対象に Google Flu Trends による
サーベイランスを試行したところ、
米国 CDC のデータ公表より 1 ～ 2







て Google Flu Trends が 1 週 間 早
く示したことが報告されている 17）。
2008 年 11 月の公開当初は、米国




2009 年 10 月 8 日には日本や欧州各
国が追加され、2010 年 3 月現在で
計 20 カ国が対象になっている。
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4    今後の展開への課題

























































































































































































































































































































5    その他の重要な視点
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